
梁
田
娩

巖

の

「
九

日
」
詩

中

島

貴

奈

は
じ
め
に

梁
田
蜆
巖
詩
の
な
か
で
最
も
有
名
な
作
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る

も

の
に
、
七
言
絶
句

「
九
日
」
が
あ
る
。
江
戸
詩
人
選
集
第

二
巻

『
梁
田
蜆
巖

・
秋
山
玉
山
』
(岩
波
書
店
、

一
九
九

二
年
)
に
収

め
る
、
徳
田
武
氏
に
よ
る
訓
読
と
訳
と
を
次
に
掲
げ
る
。

瑛
樹
連
雲
秋
色
飛

瑛
樹

雲
に
連
り
て

秋
色
飛
ぷ

濁
憐
細
菊
近
荊
扉

独
り
憐
れ
む
細
菊

荊
扉
に
近
き
を

登
高
能
賦
今
誰
是

高
き
に
登
り
て

能
く
賦
す

今
誰
か
是
れ
な
る

海
内
文
章
落
布
衣

海
内
の
文
章

布
衣
に
落
つ

秋
の
気
配
が
急
速
に
深
ま
る
な
か
、
緑
の
美
し
い
木
が
雲
に

ま
で
そ
び
え
た

っ
て
い
る
。
し
か
し
私

は
我
が
阿
屋
の
そ
ば

の
小
菊
の
方
を
ひ
た
す
ら
好
ま
し
く
思

う
。
山
に
登

っ
て
詩

を
賦
す
こ
と
が
で
き
る
者
は
今
の
士
大
夫

の
中
に
誰
が
い
よ

う
か
、
誰
も
お
る
ま
い
。
日
の
本
を
代

表
す
る
詩
文
は
無
官

の
こ
の
私
に
し
か
作
れ
な
い
の
だ
か
ら

。

転
句
の

「
登
高
能
賦
」
は
、
『
漢
書
』
芸

文
志
に

「
登
高
能
賦
、

可
以
爲
大
夫
」
と
あ
る
に
基
づ
き
、
高
み
に

登

っ
て
詩
賦
を
作
る

才
能
が
、
士
大
夫
に
欠
か
せ
な
い
資
格
で
あ

る
こ
と
を
い
う
。

前
掲
書
注
に
は
作
詩
の
背
景
に

つ
い
て
、

題
注
に

「
元
禄
中
、
東
都
に
在
る
の
作

」
と
あ
り
、
元
禄
四

・
五
年
か
ら
九
年

(
二
十
歳
か
ら
二
十

五
歳
)
頃
ま
で
の
浪

人
中
に
作

っ
た
も
の
、
と
推
定
さ
れ
る
。
時
に
、
徳
川
幕
府

の
大
学
頭
で
あ
る
林
鳳
岡
に
入
門
を
求

め
た
が
、
成
就
し
な

か

っ
た

(解
説
参
照
)
二
》。
自
分
を
受

け
入
れ
な
か

っ
た
官

学

へ
の
憤
悪
と
自
己
の
才
能

へ
の
自
侍
と
を
託
し
た
、
私
に
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関
す
る
懐
抱
を
詠
じ
た
作
品
で
あ
る
が
、
人
々
に
よ
く
知
ら

れ
、
松
村
梅
岡
の
よ
う
に
、
(後
掲
-
引
用
者
注
)
と
、
文

学
史
的
現
象
を
詠
じ
た
作
、
と
解
す
る
者
も
い
た
。

と
述

ぺ
る
。
徳
田
氏
の
解
釈
は
、
緻
密
な
伝
記
研
究
に
基
づ
き
、

制

作
当
時
の
蜆
巖
の
具
体
的
状
況
と
詩
の
内
容
と
を
合
致
さ
せ
た

も

の
で
あ
る
。
少
し
さ
か
の
ぼ
る
と
、
猪
口
篤
志
氏
も
新
釈
漢
文

大

系
45

『
日
本
漢
詩
』
上

(明
治
書
院
、

一
九
七
二
年
)
に
お
い

て

「
九
日
」
詩
を
と
り
あ
げ
、
「
こ
の
詩
は

『
海
内

の
文
柄
は
我

に
在
り
』
と
の
自
負
を
示
し
た
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
三
四
句
を

「
思
え
ば
今
日
は
九
月
九
日
、
重
陽
の
節
句
で
あ
る
。
昔
か
ら
高

い
処
に
登

っ
て
詩
を
作
る
な
ら
わ
し
で
あ
る
が
、
古
書
に
も

『
う

ま
く
作
れ
ば
大
夫
と
な
る
資
格
が
あ
る
』
と
い
っ
て
い
る
。
今
日

果
た
し
て
誰
が
そ
れ
に
相
当
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
海
内
の
詩

文
は
民
間
人
の
手
に
落
ち
て
い
る
よ
う
だ
。
」
と
訳
出
す
る
。
起

・
承
句
を
単
な

る
叙
景
と
せ
ず
、
「
第

一
句
は
世
に
時
め
く
学
者

に
た
と
え
、
第
二
句
は
自
分
に
た
と
え
た
」
と
、
寓
意
を
読
み
と

る
点
も
徳
田
氏
と
同
様
で
あ
る
が
、
作
ら
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は

触
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な

一
連
の
解
釈
を
明
確
に
示
し
た
も
の
と
し
て
は
、

『
梁
田
蜆
巖
全
集
』
(三

の
編
者
で
あ
る
梁
田
忠
山
氏
が
同
全
集

緒
言
に
お
い
て

抑
、
江
戸
時
代

ハ
…
…
所
謂
保
守
的
継
承
的
ノ
文
學
ナ
リ
シ

ガ
、
自
由
進
取
ノ
気
概
二
富
ミ
タ
ル
家
祖
ハ
、
先
人
ヲ
模
擬

ス
ル
ヨ
リ
モ
、
自
己
ヲ
登
表
ス
ル
ヲ
可
ト
シ
、
革
命
的
進
取

的
ナ
ル

一
般
平
民
ノ
手

二
落
チ
ン
ト
ス
ル
、
時
代
文
運
ノ
先

駆
者
ト
シ
テ
、
九
日
ノ
作

二
喝
破
シ

テ
日
ク

(「
九
日
」
詩

を
引
く
i
引
用
者
注
)
ト
、
其
抱
負
ノ

一
斑
ヲ
見
ル
ベ
シ

と
し
た
の
が
初
め
で
あ
ろ
う
。
詩
全
体
の
解
釈
と
し
て
は
大
き
く

違
わ
な
い
の
だ
が
、
作
詩

の
契
機
を
蜆
巖
個
人
の
中
だ
け
で
な
く

「
一
般
平
民
ノ
手

二
落
チ
ン
ト
ス
ル
」
文
運

の
変
遷
に
ま
で
結
び

つ
け
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
私
に
関
す
る
懐

抱
を
詠
じ
た
」
と
す

る
前
掲
の
解
釈
に
は
、
僅
か
で
は
あ
る
が
、
ず
れ
が
生
じ
て
い
る

の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も

「九
日
」
詩
は
、
蜆
巖
の
数
あ

る
作
品
中
の

一
つ
に

過
き
な

い
。
「
詠
雪
」
詩
の
よ
う
な
大
作
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
に

は
す
ぐ
に
も
首
肯
で
き
る
が
、
な
ぜ

「
九
日
」
詩
が
と
り
わ
け
注

目
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
限
ら
れ
た
資
料
の
中
で
で
は

あ
る
が
、
以
下
蜆
巖

「
九
日
」
詩

の
受
容
に

つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一

当
時
の

「
九
日
」
詩
評
価

元
禄

四
年

か

ら

九

年

頃

(
=

ハ
九

一
～

=

ハ
九

六

)

に

作

ら

れ

た

と

推

測

さ

れ

る

こ

の
詩

は

、

ま

ず

新

井

白

石

の
編

ん

だ

『
停

雲

集

』

(
享

保

三

年

、

}
七

一
八

初

版

)

三̂
)
に

収

め

ら

れ

た

。

こ

の

集

で
は

第

二

句

を

「
濁
憐

細

菊

夕

陽

扉

」

に

つ
く

っ
て

お

り

西
)、

制

作

年

と

の

近

さ

か

ら

、

お

そ

ら

く

推

敲

前

の
形

を

の

こ
す

も

の
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と
推
察
で
き
る
。
白
石
周
辺
の
人
物
二
十
四
名
の
作
品
二
百
六
十

一
首
を
収
め
る
こ
の
選
集
に
十
三
首
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
蜆

巖

の
詩
才
に
対
す
る
白
石
の
評
価
を
窺
わ
せ
る
が
、
白
石
が

「
九

日
」
詩
に
徳
田
氏
の
述
べ
る
如
く
具
体
的
な
官
学
批
判
を
読
み
と

っ
た
上
で
選
出
し
て
い
た
と
は
考
え
難
く
、
当
時

(
少
な
く
と
も

白

石
に
)
「官
学

へ
の
憤
憲
」
を
託
し
た
作
と
解
さ
れ
て
い
た
か

に

つ
い
て
は
、
む
し
ろ
疑
問
が
の
こ
る
。

以
後
、
娩
巖
の
生
前

「
九
日
」
詩
に
言
及
す
る
資
料
と
し
て
は
、

年
代
は
不
明
で
あ
る
が

『
蜆
巖
集
後
編
』
巻
七
に
収
め
る
山
脇
東

洋
宛
書
順
中
に
、

云
ふ
所
の
九
日
の
詩
は
、
元
禄
中
江
東
に
在
り
し
時
の
作
な

り

(原
漢
文
)

と
あ
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
ど
こ
か
で

「
九
日
」
詩

を
目
に
し
た
東
洋
が
賞
賛
し
て
き
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
、
当
時
の

評
価
を
窺
わ
せ
は
す
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
蜆
巖
の
答
え
は
実
に

あ

っ
さ
り
し
た
も
の
で
、
こ
こ
に
特
別
な
思
い
入
れ
を
読
み
と
る

こ
と
は
で
き
な

い
。

蜆

巖

自

身

に

よ

る

も

の
と

し

て

は

、

「
蜆

巖

八

十

六

書

」

と

あ

る

「
九

日

」

詩

一
幅

が

現

存

す

る

五̂
》。

「
東

京

遺

墨

展
覧

会

出

品

目

録

」
〔六
)
に

よ

る

と

、

蜆

巖

自

筆

の

「
九

日

」

詩

が

も

う

一
幅

伝

存

す

る

と

い
う

こ
と

で
あ

る
が

、

遺

墨

に

占

め

る

割

合

と

し

て

は

、

決

し

て
多

く

は

な

い
。

ま
た
、
や
や
時
代
が
下
る
が
、
兄
弟
の
清
田
備
由又
、
伊
藤
錦
里

と
と
も
に
晩
年
の
蜆
巖
と
交
遊
の
あ

っ
た
江

村
北
海
は

『
日
本
詩

史
』
(
明
和
七
年
、

一
七
七
〇
自
序
)
七̂
)
で

「
天
才
巧
妙
、
前
に

古
人
無
く
、
後
に
継
ぐ
も
の
無
し
」
「
今
そ

の
集
を
読
む
に
、
警

へ
ば
猶
ほ
崖
需
の
邸
に
上
り
、
歩
歩

こ
れ
玉
、
栴
檀
の
林
に
入
り
、

枝
枝
こ
れ
香
な
る
が
ご
と
し
」
と
絶
賛
す
る
。
し
か
し
取
り
あ
げ

る
詩
は

「
不
能
買
書
」
「
詠
雪
」
「
題
縢
元

啖
水
尋
艸
後
」

の
み

で
あ
り
、
同
じ
く
北
海
編
の

『
日
本
詩
選

』
(安
永
二
年

、

}
七

七
三
自
序
)
八̂)
も
蜆
巖

の
詩
二
十
七
首
を

収
め
る
が
、
七
言
絶

句
五
首
の
中
に

「
九
日
」
詩
は
入

っ
て
い
な

い
。

こ
の
よ
う
に
、
後
世
の
喧
伝
ぶ
り
に
比
す

る
と
、
当
時
に
お
い

て
は
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
資
料
が
少

な
い
せ
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
詩
を
以
て
親
し
く
交
わ

っ
た
清

田
憺
嬰
な
ど
に
も
言
及
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
不
思
議
で
あ
る
。

二

詩
解
釈

の
広
が
り

「
九

日

」

詩

を

取

り

あ

げ

、

さ

ら

に

そ

れ

に

つ
い

て

論

じ

た

早

い
例

は

、

徳

田
氏

が

前

掲

注

に

引

く

松

村

梅

岡

の

『
駒

谷

鍔

言

』

九̂
〕
で
あ

る

。

該

当

箇

所

を

、

や

や

長

く

な

る

が

そ

の
ま

ま

掲

げ

る

と

、

以

下

の
通

り

で

あ

る

。

我

邦

、

文

雅

ノ
盛

ナ

リ

シ

バ
、
宝

永

、

正

徳

ノ
間

也

、

天

子

ヨ
リ

、

親

王

公

卿

列

侯

、

皆

々
詩

文

ヲ
好

タ

マ

フ
、

頃

彦

山

勝

景

詩

集

ト

云

モ

ノ

ヲ
見

シ

ニ
、

十

冊

バ

カ

リ

ア

リ

、

親

王
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公
卿
以
下
、
諸
侯
武
家
林
家
ノ
人
々
、
禄
位
ア
ル
人
二
百
人

二
及
ベ
リ
、
布
章
僧
徒
三
百
人
二
近
シ
、
多
ク
ハ
順
庵
、
白

石
、
東
涯

二
從
フ
人
々
也
、
租
殊
家
、
元
文
ヨ
リ
今
二
至
マ

デ
ヲ
、
文
盛
也
ト
云
ハ
、
己
ガ
田

へ
水
ヲ
引
也
、
享
保
ヨ
リ

文
雅
草
舞

二
下
タ
リ
、
有
識
ノ
士
是
ヲ
前
知
セ
ル
ニ
ヤ
、
赤

石
幌
巖
先
生
有
詩
日
、
登
高
作
賦
今
誰
是
、
海
内
文
章
落
布

衣

、

俊

木
{
先

見

ノ
明

、

恐

ベ
キ

ニ
非

ヤ

、

民

間

ニ

バ
カ

リ

文

ア

ル

ハ
、

文

ノ
衰

也

、

無

位

無

官

ノ

モ

ノ
詩

文

作

ル

ハ
、

虫

ノ
草

間

二
吟

ズ

ル
也

、
ソ

レ
サ

へ
、
近

年

傑

出

ノ

モ

ノ
無

ハ
、

枯

草

ノ

虫

、
霜

枯

ノ
音

ト

云

ベ

シ

(
傍

線

引

用

者

)

徳
田
氏
は

「
文
学
史
的
現
象
を
詠
じ
た
作
、
と
解
す
る
者
」
と

だ
け
説
明
す
る
の
だ
が
、
こ
こ
に
は
近
年

の
解
釈
と
の
、
大
き
な

懸
隔
が
み
と
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
松
村
梅

岡

は
、
「
海
内
の
文
章
」
が

「
布
衣
に
落
」
ち
る
こ
と
を

「
草
葬

二
下
」
り
、
「
民
間
ニ
バ
カ
リ
文
ア
ル
ハ
、
文
ノ
衰
也
」
と
否
定

的
に
見
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
布
衣
」
に
娩
巖
は
含
ま
れ
な
い
ば

か
り
か
、
む
し
ろ
相
対
す
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
松
村
梅
岡
は
高
野
蘭
亭
の
門
人
で
あ
り
、
護
園
の
流
れ
を
汲

な
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
な
が
ら

『
駒
谷
鋼
言
』
の
別
の
部
分

に
お
い
て
も

戯

二
国

初

以
来

、

今

マ
デ

ノ
詩

ノ
品

彙

ヲ

定

ン

ニ

ハ
、

国

初

ヨ
リ

天

和

、
貞

享

マ
デ

ヲ
正

始

ト

ス
。
初

唐

二
擬

ス
。
元

禄

、

正

徳

ヲ
正

宗

ト

ス

。
盛

唐

二
当

ル

。
享

保

以

下

ヲ
接

武

ト

ス
。

中
唐

二
準
ズ
。
安
永
、
天
明
ヲ
余
響
ト

ス
。
晩
唐

二
比
ス
。

世
人
南
郭
ヲ
、
正
宗

ノ
如
ク
云

ハ
、
見
識
ナ
キ
論
人
随
人
也
。

(傍
線
引
用
者
)

享
保
は
元
禄
、
正
徳
を
継
承
し
た
に
過
き
な

い
、
と
述

べ
る
よ
う

に
、
「
正
徳
」

つ
ま
り
新
井
白
石
中
心
の
時
代
を
文
盛

の
至
り
と

み
て
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

梅
岡
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
も
十
分
可
能

で
あ
る
し
、
ま
た
そ

う
読
ま
れ
た

こ
と
に
よ

っ
て
こ
の
詩
が
流
布

し
て
い

っ
た
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

さ
ら

に

、

こ
れ

だ

け

で

あ

れ
ば

梅

岡

ひ
と

り

の
異

説

と

し

て
片

付

け

ら

れ

よ

う

が

、
そ

の
後

、
刊

本

も

多

く
存

す

る

『
仮

名

世

説

』

下

(
文

化

七

年

、

「
八

一
〇

序

)
^
―9

に

も

引

か

れ

て

お

り

、

や

は

り

注

目

さ

れ

る

の

で
あ

る
。

團

圃
此
御
国
文
雅
の
盛
な
り
し
は
宝
永
、
正
徳
の
間
な
り
。

享
保
の
中
此
よ
り
文
雅
草
葬
に
下
だ
り

、
有
職
の
士
、
是
を

前
知
せ
る
に
や
。
赤
石
蜆
岩
先
生
の
詩

に
、
登
高
作
賦
今
誰

是
、
海
内
文
章
落
布
衣
と
。
俊
述
先
見

の
明
恐
る
べ
き
に
あ

ら
ず
や
。
民
間
に
ば
か
り
文
あ
ら
ば
文
衰
也
。
そ
れ
さ

へ
近

年
傑
出
の
者
な
し
。
枯
草
の
虫
、
霜
枯

の
音
と
い
ふ

ぺ
し
と
、

あ
る
人
申
き
。

『
大
田
南
畝
全
集
』

の
解
説
に
よ
れ
ば

、
『
仮
名
世
説
』

の
項

目
の
う
ち

「
文
学
補
」
「
品
藻
補
」
な
ど

「
補
」
の
つ
く
も
の
は

す

べ
て
、
序
文
を
書

い
た
山
崎
美
成
か
、
践

文
を
付
し
た
文
宝
亭
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文
宝

に
よ
る
後
補
で
あ
る
と
い
う
。
人
物
評
を
伝
え
る

「
品
藻
」

に
分
類
す
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
文
雅
の
変
遷
や
蜆
巖
の
詩
の
解

釈

よ
り
は
、
文
雅
の
衰
え
を

「
前
知
」
し
た
蜆
巖
の

「
先
見
の
明
」

に
注
目
し
て
と
り
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
梅
岡
の
説

に
全
く
異
を
唱
え
る
こ
と
な
く
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
こ

う

し
た
解
釈
を
と
も
な

っ
た

「
九
日
」
詩

(あ
る
い
は
転

・
結
句

の
み
で
あ
ろ
う
か
)
の
流
布
も
、

「
部
に
は
存
在
し
た
こ
と
が
窺

え

る
の
で
あ
る
。

梅
岡

の
例
は
や
や
早
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
実
際
詩
作
は

一
般
人
の
問
に
広
ま
り

つ
つ
あ

っ
た
。
右
の
二
つ
は
実
際
の
時
代

の
趨
勢
に
重
ね
合
わ
せ
て

「
九
日
」
詩
を
解
し
た
例
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
な
お

『
駒
谷
甥
言
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
こ
と
と
し
て
、
寛

政

四

(
一
七
九
二
)
年
の
序
を
も

つ

(京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

の
所
見
本
は
文
化
四
年
版
)
源
世
昭
編

『
日
本
詩
鋤
』
に
も

「九

日
」
詩
を
収
め
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

し

か

し

な

が

ら

、
『
駒

谷

鋼

言

』

や

『
仮

名

世

説

』

の

よ

う

に

転

・
結

句

を

解

釈

し
た

場

合

、

起

・
承

句

に
寓

意

を

よ

み

と

る

こ

と

は

無

理

で

あ

る

。
つ
ま

り

「
天

高

く

そ

び

え

る
美

し

い

木

々

と

、

ひ

っ
そ

り

と

咲

い

て

い

る
菊

」

と

い
う

叙

景

に

と

る

よ

り

な

く

、

前

後

聯

の

つ
な

が

り

や

詩

全

体

が

浅

薄

な

も

の

に

な

っ

て

し

ま

う

。

や

は

り

「
瑛

樹

-

登

高

(
士

大

夫

)
」

と

「
細

菊

-

布

衣

」

と

い
う

対

比

は

、
最

小

限
読

み

と

ら

な

く

て

は
な

ら

ず

、
「
細

菊

」

に

こ

こ

ろ

を

寄

せ

る

よ

う

に

、

蜆

巖

の
思

い
は

「
布

衣
」

の
側

に

あ

る

と

見

る

べ
き

で
あ

る

。

三

頼
山
陽

「
論
詩
絶
句
」

頼
山
陽
が
蜆
巖
を
慕

っ
て
い
た
こ
と
は
、
「
追
慕
蜆
巖
先
生
」

と
題
す
る

一
詩
に
よ

っ
て
よ
く
知
ら
れ

て
い
る

(二
》
が
、
文
政
十

(
「
八
二
七
)
年
頼
山
陽
は

「
論
詩
絶
句
」
其
十

二
に
蜆
巖
の

「九

日
」
詩
を
詠
み
込
ん
で
い
う
。

海
内
文
章
落
布
衣

偶
然
七
字
是
珠
磯

登
高
唯
有
梁
翁
賦

解
道
連
雲
秋
色
飛

原
注
に
は

「
梁
蜆
岩
九
日
詩
日
、

菊
傍
荊
扉
、
登
高
作
賦
今
誰
是
、

人
作
、
蜆
岩
乞
得
足
之
成

}
篇
云
」
と
あ
る
。

々
蜆
巖
自
身
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、

し
た
句
で
あ
り
、
そ
こ
に
前
三
句
を
足
し
て

「
詩
を
成
し
た
と
言

う
の
で
あ
る
。

「
九
日
」
詩
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
説
は
他
に
は
み
ら
れ
な
い

が
、
ま

っ
た
く
の
山
陽
の
創
作
で
も
な

い
だ

ろ
う
。
詩
と
と
も
に

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
そ
れ
な
ら
ば
こ

れ
よ
り
以
前
に
、
ど
こ
か
に
書
き
留
め
ら
れ

て
い
て
よ
い
よ
う
に

海
内

の
文
章

布
衣
に
落

つ

偶
然
の
七
字

是
れ

珠
磯

登
高

唯
だ
有

り

梁
翁
の
賦

解
く
道
ふ雲
に
連
な
り
て
秋
色
飛
ぷ
と

瑛
樹
連

雲
秋
色
飛
、
濁
憐
細

海
内
文
章
落
布
衣
、
結
句
蓋
他

つ
ま
り
結
句
は
元

他
人
か
ら

「
乞
得
」
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梁 田蜆 巌 の 「九BJ詩(中 島)

も

思

わ

れ

る

。
真

偽

の
如

何

に

よ

っ
て
詩

の
解

釈

も

変

わ

っ
て
く

る

わ

け

だ

が

、

こ

こ
で

は

ひ
と

ま
ず

、
少

な
く

と

も

山

陽

は

そ

う

解

し

て

い

た
、

と

し

て

読

む

よ

り

な

い

で
あ

ろ

う

。

結
句

の
「
解
道
」
は
、
例
え
ば
李
白
の

「金
陵
城
西
櫻
月
下
吟
」

に

「解
道
澄
江
浄
如
練
、
令
人
長
憶
謝
玄
暉
」
と
、
謝
玄
暉

「
晩

登

三
山
還
望
京
邑
」
(『
文
選
』

二
十
七
)
の

「
澄
江
静
如
練
」

を
そ
の
ま
ま
引
く
よ
う
に
、
古
人
の
名
句
を
引
用
す
る
際
に
用
い

ら
れ
る
。
「言
い
得
た
り
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

転
句
の
、
表
面
上
の
意
は

「
登
高
の
詩
で
は
娩
巖
の

『
九
日
』

詩
が
最
も
優
れ
て
い
る
」
で
あ
り
、
結
句
で
具
体
的
に

「
連
雲
秋

色

飛
」
と
い
う
表
現
を
賞
賛
し
て
い
る
と
解
せ
る
。
が
、
や
は
り

こ
の
転
句
も

「
九
日
」
詩
の
転
句

「
登
高
能
賦
今
誰
是
」
に
呼
応

し
て

「
唯
有
梁
翁
賦
」
と
言

っ
て
い
る
と
考
え
た
い
。
つ
ま
り

「
登

高

」
は
単
な
る
重
陽
の

「
登
高
」
で
は
な
く
、
蜆
巖
の
詩
で

「
登

高
能
賦
」
と
い
う
士
大
夫
の
資
格
ま
で
を
も
指
し
、
そ
れ
に
相
応

す

る
の
は

「唯
だ
梁
翁
の
賦
が
あ
る
の
み
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は

「
九
日
」
詩
も
含
ま
れ
る
。

次
に
山
陽
詩
の
試
訳
を
掲
げ
る
。

「海
内
の
文
章
布
衣
に
落

つ
」
と
い
う
、
偶
然
の

一
句
が
名

句
と
な

っ
た
。
士
大
夫
で
あ
り
か
つ
詩
を
善
く
し
た
作
と
し

て
は
蜆
巖

の
名
詩
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

言

い
得
て
い
る
、
「
(美
し
い
木
々
が
)
雲
に
と
ど
く
ま
で

高
く
そ
び
え
、
秋
の
気
が
高
い
」
と
。

「
九

日

」

詩

の
起

句

の

「
秋

色

飛

」

を

、

徳

田

氏

は

「
飛

舟

」

な

ど

の

よ

う

に

「
飛

」

を

「
速

い

」

意

に

と

り

、

「
秋

の
気

配

が

急

速

に

深

ま

」

る

こ
と

を

言

う

と

す

る

。

し

か

し

木

々

が

雲

に

連

な

っ
て

「
高

く

」

そ

び

え

る
、

と

い
う

表

現

と

の

つ
な

が

り

を

考

え

、

秋

の
気

が
高

い

こ
と

を

言

う

と
解

し

て
お

く

^
三
)。

だ
が
、
山
陽
が

「
海
内
文
章
落
布
衣
」
を

ど
の
よ
う
に
解
し
て

「珠
磯
」
と
評
し
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
は
分
明
で
は
な
い
。
そ

も
そ
も

「九
日
」
詩

の
解
釈
が
幅
を
持

つ
原

因
は
、
先
に
触
れ
た

松
村
梅
岡
の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

山
陽
の
引
く

「
海
内

の
文
章
布
衣
に
落

つ
」

一
句
の
解
釈
に
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
問

題
は

「布
衣
」
の
語
に
収
敏
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
松
村
梅
岡
が
単
に

「
民
間
」
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
近
年

の
解
釈
で
は

「
自
己
の

才
能

へ
の
自
侍
」
を
託
し
た
、
「
無
官

の
こ
の
私
」
(
徳
田
氏
)

と
、
娩
巖
の
強
い
自
負
の
込
め
ら
れ
た
語
と

取
る
の
で
あ
る
。

以

下

、
「
布

衣

」

の
語

に

つ
い

て

少

し

く
検

討

す

る
。

四

「
布

衣

」

に

つ
い

て

「
布
衣
」
(
「
章
布
」
、
あ
る
い
は

「
布
章

」
と
も
)
は
文
字
通

り
木
綿
の
衣
の
意
、
転
じ
て
庶
民
、
無
位
無
官
の
士
を
指
す
。
と

は
い
え
実
際

の

「
庶
民
」
を
指
し
て

「布
衣
」
と
い
う
こ
と
は
稀

で
あ
り
、
才
能
を
持
ち
な
が
ら
官
に
就
け
ず
に
い
る
者
が
、
本
来

庶
民
を
指
す
語
で
あ
る

「
布
衣
」
を
用
い
て
自
己
を
称
す
る
所
に
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自

負
や
卑
下
の
意
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
詩
の
中
で
は
た

と
え
官
職
に
就
い
て
い
て
も
自
ら
を
指
し
て
用
い
る
こ
と
が
あ
る

た

め
、
「
布
衣
」
の
語
だ
け
を
以
て

「
九
日
」
詩
を
元
禄
中
、
失

職
し
て
い
た
際
の
作
と
断
定
す
る
の
は
性
急
で
あ
る
。

当
面
問
題
と
な
る
の
は
、
ま
ず

「
布
衣
」
の
語
に
価
値
を
付
与

す

る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
の
松
村
梅
岡
の
よ
う

な
解
釈

の
場
合
、
文
章
が

「布
衣
」
の
も
の
に
な

っ
た
こ
と
を
否

定
的
に
見
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
「
布
衣
」
は
そ
こ
に
積
極
的

意
味
を
持
た
な
い
。

一
方
近
年
の
解
釈
で
は
、
文
章
の
才
能
に
よ

っ
て
価
値
を
持
ち
得
る

「
庶
民
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

も
う

一
点
は
、
価
値
を
付
与
し
た

「
庶
民
」
と
取
る
場
合
、
そ

こ
に
ど
れ
だ
け
自
己

(蜆
巖
)
が
含
ま
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ

る
。
近
年
の
解
釈
に
お
い
て
も
徳
田
氏
が

「
布
衣
」
す
な
わ
ち

「
こ
の
私
」
と
す
る
の
と
、
梁
田
忠
山
氏
が

「革
命
的
進
取
的
ナ

ル

一
般
平
民
ノ
手
二
落
チ
ン
ト
ス
ル
、
時
代
文
運
ノ
先
駆
者
」
と

す
る
の
で
は
、
前
者
に
お
け
る
蜆
巖

の
比
重
の
高
さ
は
明
ら
か
で

あ

ろ
う
。

ま
ず
蜆
巖
に
つ
い
て
い
え
ば
、
詩

の
な
か
で

「
布
衣
」
の
語
を

用
い
た
例
は
他
に
は
見
ら
れ
な
い
。
実
際
無
官
で
あ

っ
た
と
推
測

さ

れ
る
時
期
の
作
品
が
多
く
は
残
ら
な
い
た
め
、
や
む
を
得
な

い

こ
と
だ
ろ
う
か
。
文
章
中
で
は

「
享
保
四
年
作
」
と
い
う
注
を
付

す
書
脂

「
松
浦
霞
沼
に
寄
す
」
(『
蜆
巖
集
後
編
』
巻
七
)
に

正
徳
中
、
子
韓
使
に
従
ひ
て
鴻
臆
に
在
り
、
此
の
時
に
当
り

て
、
余
落
塊
已
に
甚
だ
し
、
布
章
を
整

へ
て
以
て
観
光
す
る

こ
と
能
は
ず

(原
漢
文
)

と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
正
徳

の
通
信
使
は
元

(
一
七

一
一
)
年
十

月
に
江
戸
に
到
着
し
て
い
る
か
ら

(=
二}、
そ

の
際
の
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
宝
永
三
年
に
加
納
藩
を
致
仕
し
た
後
、
正
徳
年
間
の
娩
巖

は
貧
窮
の
中
に
あ

っ
た
。
「
詠
雪
」
詩
を
作

っ
た
の
も
正
徳
三
年

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
朝
鮮
通
信
使
に
従

っ
て
江
戸
城
に
至

っ
た
霞
沼
に
対
し
、
「
衣
服
を
整
え
て
」
と

言

っ
て
い
る
の
で
む

し
ろ
原
義
に
近
い
用
例
で
あ
り
、
そ
こ
に
自
負
を
読
み
と
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

で
は
、
娩
巖
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
詩
人
の
作

に

つ
い
て
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
用
例
は
大
き
く

①

「
布
衣
交
」
「
布
衣
遊
」

(貧
し
い
頃
の
交
わ
り
。
多
く

高
位
に
つ
い
て
も
無
官
の
頃

の
交
わ
り
を
忘
れ
な
い
意
に

用
い
る
)
の
よ
う
に
、
決
ま

っ
た
表

現
で
用
い
ら
れ
る
も

の
。

②
諸
侯
な
ど
の
貴
人
に
贈
る
詩
に
限

っ
て
自
分
、
あ
る
い
は

自
分
を
含
む

一
般
人
を
指
し
て
い
う
も
の
。

に
分
類
さ
れ
る
と
言

っ
て
よ
い
。
な
お
②

の
用
例
の
多
く
は
、
相

手
を

『史
記
』
巻
七
十
七
に
伝
の
あ
る

「
魏
公
子
」
に
比
す
。
魏

公
子
無
忌
は
魏
の
昭
王
の
子
で
、
信
陵
君
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
人
と

な
り
仁
に
し
て
、
身
分
の
上
下
を
問
わ
ず
士
に
接
し
た
た
め
、
食

客
三
千
人
を
か
か
え
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
①
と
②
両
者
の
要
素
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を
備
え
た
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

管

見

に

入

っ
た

用

例

数

は
そ

れ

ほ

ど
多

く

は

な

い
が

、

い

く

つ

か

例

を

挙

げ

て

考
察

す

る

(
「四
H。

ま

ず

は

荻

生

征

裸

の

例

。

古
來
能
爲
塞

瀕

古
来
能
く
布
衣
の
游
を
為
す
は

魏
有
信
陵
今
豫
侯

魏
に
信
陵
有
り

今
予
侯

(「
猜
蘭
君
侯
將
之
國
就
別
予
草
堂
賦
此
奉
饒
」

『
組
練
集
』
巻

一
)

こ
れ
は

「
布
衣
游
」
を
用
い
、
か
つ
本
多
猜
蘭
を
信
陵
君
に
喩

え

た
も
の
で
あ
る
か
ら
、①
②
を
兼
ね
た
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

次
は
蜆
巖
と
交
遊
の
あ

っ
た
、
室
鳩
巣
と
高
野
蘭
亭
の
例
で
あ

る
。

濁
有
井
家
今
夜
宴

独
り
井
家
今
夜
の
宴
有
り

年
年
猶
爲
艇
頚
遡

年
年
猶
ほ
為
す

布
衣
の
遊

(
「
観
白
石
仲
秋
詩
有
感
五
首
之
二
」
『
後
編
鳩
巣
文
集
』
巻

二
)

憶
君
昔
許
華

憶
ふ
君
が
昔布
衣
の
交
わ
り
を
許
す
を

撫
庸

一
実
涙
縦
横

贋
を
撫
し
て

一
異

涙
縦
横

(
「
異
土
準
夫
」
『
蘭
亭
先
生
詩
集
』
巻
二
)

と
も
に
①
の
例
に
入
る
が
、
前
者
は
組
練
詩
同
様
、
②
の
要
素

も
含
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。
「
土
準
夫
」
と
は
土
屋
縄
直
の
こ
と
。

蘭

亭
か
ら
も
う

}
例
と
、
服
部
南
郭

の
例
を
み
る
。

簾
念
東
方
嚢

憔
し
東
方
の
一
布
衣
を
念
は
ば

鴻
雁
秋
來
寄
所
思

鴻
雁
秋
に
来
た

り
て
所
思
を
寄
せ
よ

(「奉
送
宇
土
藩
侯
蹄
藩
」
『
蘭
亭
先
生
詩
集
』
巻
二
)

受
客
魏
公
子

客
を
受
く
魏

の
公
子

無
嫌
接
墓

布
衣
に
接
す
る
を
嫌
は
ず

(「春
雨
集
豹
隠
亭
得
衣
字
」
『
南
郭
先
生

文
集
四
編
』
巻

一
)

南
郭
詩
の
詩
題
に
あ
る

「
豹
隠
亭
」
は
、
豹
隠
公
子
、
細
川
藩

主
松
平
乗
邑
の
子
乗
富
の
亭
の
名
だ
ろ
う

か

二
五
)。
い
ず
れ
も
②

の
例
に
入
り
、
蘭
亭
詩
の

「
一
布
衣
」
は
蘭
亭
ひ
と
り
を
指
し
て

い
る
。
ま
た
、
松
村
梅
岡
と
同
じ
く
蘭
亭
の
門
人
で
あ

っ
た
松
崎

観
海
の
用
例
も

共
美
懸
車
高
臥
地

共
に
美
と
す

懸
車

高
臥
の
地

勢
燈
偏
壷
墓

漱

灯
を
勢
り
て
偏
に
尽
く
す
布
衣
の
歓

(「春
夜
同
島
公
恭
陪
關
源
二
大
夫
宴
成
君
宅
」

『
観
海
先
生
集
』
巻

二
)

餐

十
日
平
原
飲

布
衣

十
日

平
原
の
飲

飛
蓋
千
年
郭
下
遊

飛
蓋

千
年

鄭
下
の
遊

(「
暮
秋
松
山
世
子
池
亭
同
劉
文
翼
賦
」
『
同
』
巻
四
)

の
よ
う
に
、
②
に
収
ま
る
。
「
松
山
世
子
」
は
鶴
岡
藩
支
藩
琢
玉

公
の
こ
と
。
「
平
原
」
は

「
魏
公
子
」
同
様
食
客
を
多
く
抱
え
た

戦
国
時
代
の

「
平
原
君
」
を
い
う
。
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以
上
の
範
疇
か
ら
や
や
外
れ
る
例
と
し
て
、

句
を
掲
げ
る
。

進
善
之
旗
誹
諺
木

四
方
書
疏
自
相
依

春
來
寄
語
青
雲
士

莫
使
譲
言
落
布
衣

ま
ず
鳩
巣
の

一
絶

進
善
の
旗

誹
諦
の
木

四
方
の
書
疏

自
つ
か
ら
相
依
る

春
来

語
を
寄
す

青
雲
の
士

議
言
を
し
て
布
衣
に

落
と
さ
し
む
る
こ
と
莫
か
れ

(「
新
年
偶
作
十
二
首
」
其
十
二

『
後
編
鳩
巣
文
集
』
巻
二
)

「
落
布
衣
」
と
い
う
表
現
も
あ
ま
り
例
を
見
な
い
た
め
注
目
さ

れ

る
の
だ
が
、
重
要
な
の
は
内
容
で
あ
る
。
「誹
諦
木
」
は
政
治

へ
の
不
満
を
書
か
せ
る
た
め
立
て
る
木
の
こ
と
で
あ
り
、
「
進
善

之
旗
」
は
人
民
が
善
言
を
奉
る
際
に
し
る
し
と
す
る
旗
だ
と
い
う
。

『
史
記
』
巻
十
孝
文
本
紀
に

「
古
之
治
天
下
、
朝
有
進
善
之
族
、

誹
諺
之
木
、
所
以
通
治
道
而
來
諌
者
」
と
、
と
も
に
見
え
る
。
そ

の
よ
う
に
し
て
四
方
か
ら
集
ま

っ
た

「
諜
言
」
を
、
し
か
し

「
布

衣
」
の
も
の
に
し
て
い
て
は
い
け
な
い
、
本
来

「青
雲
士
」
に
属

す

る
も
の
な

の
だ
、
と
い
う
の
が
大
意
で
あ
ろ
う
。
素
直
に
解
す

る
な
ら

「
一
般
庶
民
の
手
に
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
「九
日
」

詩
同
様
、
「
青
雲
士
」

へ
の
批
判
と
と
れ
な
い
こ
と
も
な
く
、
明

ら
か
に
先
の
用
例
と
異
な
る
。

ま
た
、
平
野
金
華
に
は
、

由
來
窮
巷
論
交
地

由
来

窮
巷

交
わ
り
を
論
ず
る
地

梁
甫
須
堪
終
廼

梁
甫

須
べ
か
ら
く

布
衣
に
終
は
る
に
堪
ふ
ぺ
し

(「
送
東
壁
之
相
州
」
『
金
華
稿
副
』
巻
二
)

と
あ
る
。
東
壁
は
安
藤
東
野
。
「
終
布
衣
」
と
い
う
表
現
は
お
そ

ら
く
魏
の
院
籍

「
詠
懐
詩
十
七
首
」
其
八

(『
文
選
』
巻
二
十
三
)

に
、
布
衣
可
終
身

布
衣

身
を
終
ふ

ぺ
し

寵
禄
豊
足
頼

寵
禄

豊
に
頼
む
に
足
ら
ん
や

と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
院
籍

の
詩
で
は
、
「
布
衣
」
は
頼
み
に
な

ら
な
い
栄
寵
や
禄
位
と
対
比
さ
れ
、
そ
こ
に
価
値
を
も
っ
た
も
の

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
梁
甫
」
は

「
梁
甫
吟
」
を
好
ん
で

口
ず
さ
ん
だ
諸
葛
亮
を
い
う
だ
ろ
う
。
「
元
来
随
巷

こ
そ
が
交
わ

り
を
深
め
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
あ
る
。
諸
葛
亮
の
よ
う
な

才
能
豊
か
な
あ
な
た
で
は
あ
る
が
、
在
野
で
身
を
終
え
る
べ
き
で

し
ょ
う
」
と
。

つ
ま
り
相
手
を
慰
め
る
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
ま

た
院
籍
詩
の
表
現
を
用
い
て
は
い
る
が
、
こ
こ
で
の

「布
衣
」
も

ま
た
こ
れ
ま
で
と
異
な
り
、
そ
こ
に
明
確
な
価
値
を
置
く
用
例
で

あ
る
と
い
え
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
同
時
代
に
お
け

る

「
布
衣
」
の
語
は

大
半
が
①
②
に
分
類
さ
れ
る
よ
う
な
、
決
ま

っ
た
表
現
、
或
い
は

特
定
の
条
件
下
に
お
け
る
使
用
で
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
場
合
「布

衣
」
の
意
味
は
明
確

で
軽
い
も
の
で
あ
り
、
松
村
梅
岡
は

「
九
日
」

詩
に
も
こ
う
し
た
用
例
か
ら
得
ら
れ
る

「布

衣
」
の
意
を
当
て
は

め
て
解
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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一
方
例
外
と
し
て
掲
げ
た
二
詩

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
場
合

は

、
「
布
衣
」
の
語

の
逆
説
的
な
要
素
や
多
義
性
が
浮
か
び
上
が

り
、
複
雑
な
も
の
と
な

っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
例
は
前
者
に
比
す

る
と
稀
少
で
は
あ
る
が
、
「
九
日
」
詩

の

「
布
衣
」
も
後
者
に
属

す
る
も
の
と
し
て
捉
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
「
布

衣
」
に
ど
れ
だ
け
蜆
巖
が
含
ま
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

金
華
、
鳩
巣

の
例
に
お
け
る

「
布
衣
」
は
、
(
玩
籍
詩
を
踏
ま
え

て
)
「
禄
位
」
や

「
青
雲
士
」
と
の
対
比
に
お
い
て
価
値
を
持

つ

も

の
で
あ
り
、
そ
の
指
す
と
こ
ろ
は
広
か

っ
た
。
蜆
巖
の

「九
日
」

詩
に
お
い
て
も

「
布
衣
」
を
す
な
わ
ち

「
こ
の
私
」
、
蜆
巖

「
人

と
と
ら
な
く
と
も
、
転
句
に
込
め
ら
れ
た
批
判
性
は
失
わ
れ
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り

「海
内
文
章
落
布
衣
」
は

「
登

高
能
賦
」

の
人
物
が
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
裏
返
し

の
表
現
で
あ
り
、
「
布
衣
」

の
語
は

「
登
高
能
賦
」
の
対
と
し
て

の

「
自
己
を
含
め
た
無
位
無
官
の
人
々
」
と
い
う
意
に
取
る
の
が

妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

や
や
下

っ
て
、
実
際

「
無
官
」
と
な
っ
た
詩
人
た
ち
に

つ
い
て

用
例
を
見
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
梁
川
星
巖
の
詩
で
は
、

共
喜
聖
朝
恩
渥
遍

共
に
喜
ぷ
聖
朝
恩
渥
の
遍
き
を

蒙

濫
得
近
櫻
震

布
章

濫
に
櫻
震
に

近
づ
く
こ
と
を
得
た
り

(
「
正
月
十
九
日
上
御
南
殿
閲
樂
舞
令
士
民
縦
観
緯
亦
造
焉

窃
賦
長
句
以
紀
盛
事
」
『
星
巖
丙
集
』
巻
二
)

白
頭
感
泣
公
休
怪

白
頭
感
泣
す
公
怪
し
む
こ
と
を
休
め
よ

天
下
誰
人
重
墓

天
下
誰
が
人
か
布
衣
を
重
ん
ぜ
ん

(
「
呈

羽
林

中

郎

將

津

山

侯

」

『
星

巖

丁

集

』

巻

五

)
二
六
》

と
、
詩
題
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
い
ず
れ

も
②

の
条
件
に
当
て

は
ま
る
も
の
で
あ
り
、
用
例
数
も
や
は
り
少

な
い
。

一
方
山
陽
に

は

「論
詩
絶
句
」
の
他
に
二
例
み
え
る
。
い
ず
れ
も

『
山
陽
詩
鋤
』

『
山
陽
遺
稿
』
に
は
収
め
ら
れ
な
い
作
で
あ

る
が
、

一
つ
は

多
君
記
菖
猶
相
問

多
と
す

君
が
旧
を
記
し
て

猶
ほ
相
問
ふ
を

黄
葉
山
前
甕

黄
葉
山
前
の
一
布
衣

(
「大
田
大
幹
東
役
來
過
賦
謝
」
『
頼
山
陽
詩
集
』
巻
六
)

で

あ

り

、

も

う

一
例

は

寧
恨
齎
孫
落
蒲

寧
ぞ
恨
み
ん商
孫
の
章
布
に
落

つ
る
を

山
林
長
與
赤
松
遊

山
林

長

へ
に
赤
松
と
遊
ば
ん

(「播
人
有
竹
中
君
維
親
半
兵
衛
重
治
之
遠

冑

好
國
史
及
和
歌
介
人
索
詩
賦
贈
」
『
頼

山
陽
詩
集
』
巻
廿
三
)

で
あ
る
。
「
半
兵
衛
」
と
あ
る
の
は
竹
中
重
治
の
こ
と
。
戦
国
時

代
の
名
武
将
に
比
し
て
の

「
布
衣
」

で
あ
る
か
ら
、
前
者
と
共
に

や
は
り
②
の
例
に
入
る
と
も
考
え
得
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
星
巖
の
「
天
下
誰
が
人
か
布
衣
を
重
ん
ぜ
ん
」
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と

い

う

一
句

、

そ

し

て

よ

り

明

確

な

も

の
と

し

て

山

陽

の

(
「
仙

人

の
赤

松

子

の
遊

に

従

う
」

と

い
う

全

く

別

の
価

値

を
持

ち

出

す

と

こ
ろ

に

い

さ

さ

か

戯

れ

の

感

は

あ

る

も

の

の

)

「
子

孫

が

一
庶

民

に

な

っ
て

し
ま

っ
た

か

ら

と

い

っ
て
、

ど

う

し

て
恨

み

に

思

う

こ

と

が

あ

り

ま

し

ょ

う

か

」

と

い
う

表

現

は
や

は

り

、

こ
れ

ま

で

の
②

の

例

と

は

異

な

り

、

「
布

衣

」

に

価

値

を

見

出

し

て

い
く

も

の

で

あ

る
と

い
え

よ

う

。

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
山
陽
の

「
論
詩
絶
句
」
に
戻
る
。
「論

詩
絶
句
」
に
お
い
て
も
、
山
陽
が

「布
衣
」
に
蜆
巖
の
強
い
自
負

ま

で
を
読
み
と

っ
て
い
た
と
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
転
句
に

「
登

高
唯
有
梁
翁
賦
」
と
い
う
こ
と
と
の
整
合
性
を
欠
い
て
し
ま
う
よ

う

に
思
わ
れ
る
。
「
か

つ
て

『
今

(士
大
夫
の
立
場
に
あ
り
、
詩

文

を
善
く
す
る
も
の
が
い
る
だ
ろ
う
か
)
国
の
文
柄
は
、
(わ
た

し

た
ち
)
庶
民
の
手
に
渡

っ
た
』
と
見
事
に
詠
ま
れ
ま
し
た
が
、

実
際

(
官
位
に

つ
い
て
な
お
)
詩
文
を
善
く
し
た
人
は
、
あ
な
た

が

い
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
、
「
九
日
」
詩

の
転
句
か
ら
の

つ
な
が
り
を
視
野
に
入
れ
て
読
む
と

「論
詩
絶
句
」
は
解
し
や
す

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

五

『
薦
藻
集
』
中

の
作

安
政
四

(
一
八
五
七
)
年
、
蜆
巖
の
百
回
忌
に
あ
た
る
こ
の
年

に
、
蜆
巖
か
ら
数
え
て
六
代
目
に
あ
た
る
梁
田
邦
恕
が
四
方
に
詩

を
募

っ
た
。
寄
せ
ら
れ
た
詩
を
編
ん
だ
も

の
が
、
『
薦
藻
集
』
上

コ
七)
で
あ
る
。
そ
の
間
の
事
情
は
、
た
と
え
ば
小
野
湖
山
の
集
中

に

「
蜆
巖
梁
田
先
生

一
百
年
忌
辰
、
玄
孫
仲
容
君
来
索
詩
、
且
見

示
山
陽
頼
翁
追
懐
先
生
詩
、
其
推
尊
至
 
、
因
次
其
韻
作
二
絶
」

と
あ
る

二
八)
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
そ
の
他
梁
川
星
巖
、
大
沼

枕
山
、
鷲
津
毅
堂
と
い
っ
た
有
名
詩
人
が
並

び
、
多
く
が
前
掲

の

山
陽
の
絶
句

「
追
慕
蜆
巖
先
生
」
に
次
韻
し

た
作
で
あ
る
が
、
明

ら
か
に

「
九
日
」
詩
を
ふ
ま
え
た
と
わ
か
る
も
の
は
多
く
な

い
。

さ
ら
に
明
治
十
五
年
、
百

二
十
五
回
忌
に
当
た

っ
て
邦
恕
の
子

邦
彦
に
よ
り
、
同
様
の
集
が
編
ま
れ
た
。
そ
れ
が

『
薦
藻
集
』
下

で
あ
る
。
上
同
様
山
陽
の
詩
に
次
韻
し
た
詩

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

が
、
そ
の
中
に
は

「
九
日
」
詩
を
ふ
ま
え
た

も
の
が
い
く

つ
か
見

え
る
。
大
沼
枕
山
の
作
を
見
る
。

江
湖
昔
日
唱
唐
風

江
湖

昔
日

唐
風
を
唱

へ

明
石
湾
波
映
筆
虹

明
石
湾
波

筆

虹
映
ず

請
斐
佳
篇
供
斐
祭

斐
が
佳
篇
を
訥

じ
て
隻
が
祭
に
供
す

文
章
ロ
ハ在
布
衣
中

文
章
只
だ
在
り

布
衣
の
中

先
に
蜆
巖
と
同
時
代
、
そ
し
て
山
陽
の
頃
に
至

っ
て
も

「布
衣
」

の
語
の
使
用
に
少
し
く
制
限
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
述

ぺ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
枕
山
に
お
い
て
は
や
や
異
な

る
。
枕
山
詩
に
お
け

る
全
用
例
数
は
五
例
と
多
く
な
い
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
二
例
に

注
目
し
た
い
。

問
梅
尋
柳
博
朝
賀

梅
を
問
ひ
柳
を

尋
ね

朝
賀
博
し
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自
畳
墓

身
更
尊

自
ら
覚
ゆ

布
衣
の
身
更
に
尊
き
を

(
「
元
日
」
『
枕
山
詩
妙
』
下
)

長
安
厚
禄
故
人
存

長
安
厚
禄
の
故
人
存
す

貧
我
塞

寧
説
尊

貧
我

布
衣

寧
ぞ
尊
を
説
か
ん

(
「歳
晩
雑
述
」
『
枕
山
詩
鈎
三
編
』
下
)

い
ず
れ
も

「
布
衣
尊
」
と
い
う
形
で
用
い
て
お
り
、
詩
題
か
ら

も
判
る
よ
う
に
特
定
の
条
件
下
で
の
作
で
は
な
い
。
こ
れ
は
南
宋

陸
游
の
詩
句
に
、

痛
飲
毎
思
尊
酒
窄

痛
飲

毎
に
尊
酒
の
窄
き
を
思
ひ

微
官
空
羨
蓼

微
官
空
し
く
羨
む

布
衣
の
尊
き
を

(
「東
園
晩
歩
」
『
創
南
詩
稿
』
巻
五
)

貧
知
疏
食
美

貧
に
し
て
知
る

疏
食
の
美

閑
貴
霧

閑
に
覚
ゆ

布
衣
の
尊
き
を

(
「書
況
」
『
剣
南
詩
稿
』
巻
七
十
三
)

と
あ
る
も
の
に
基
づ
こ
う

二
九
》。
前
者
は
淳
煕
元
年
、
官
に
就
い

て
蜀
州
に
あ

っ
て
の
作
で
あ
り
、
こ
こ
で
は

「
布
衣
尊
」
を
羨
む

立
場
で
詠
ん
で
い
る
。
後
者
は
致
仕
し
て
後
開
禧
三
年
、
山
陰
で

の
作
で
あ
り
、
「布
衣
」
は
陸
游
自
身
を
指
す
。
陸
游
は

「布
衣
」

の
語
を
多
用
し
て
い
る
た
め
全
体
を
通
観
し
た
検
討
が
必
要
で
あ

ろ
う
が
、
ひ
と
ま
ず
二
例
に

つ
い
て
み
る
と
、
こ
こ
で
詠
ま
れ
る

の
は
日
常
生
活

の
中
に
お
け
る

「
布
衣
」
で
あ
る
こ
と
の
喜
び
で

あ
り
、
前
の
よ
う
に
対
立
す
る
価
値
と
の
対

比
は
明
確
で
は
な
い
。

し
た
が

っ
て
そ
こ
に
自
負
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
「
布

衣
」
の
語
が
そ
れ
だ
け
で
価
値
を
持
ち
得
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
枕
山
の
詩
は
次
韻
詩
で
あ
る
か
ら
厳
密

な
こ
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
が
、
「
文
章

只
在
布
衣
中
」

の

一

句
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
枕
山
は

「
海
内
文
章
落
布
衣
」
を
決

し
て
否
定
的
な
意
味
に
は
解
さ
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

だ
が

一
方
で
、
や
は
り
ま
だ
解
釈
の
揺
れ

を
窺
わ
せ
る
よ
う
な

例
も
見
ら
れ
る
。
枕
山
同
様
山
陽
の
絶
句
に
次
韻
し
た
、
明
石
松

平
家
の
十
代
目
に
あ
た
る
松
平
直
致

三
9

(
明
治
二
年
～
四
年
就

任
)
の
作
で
あ
る
。

追
懐
當
日
欽
英
風

当
日
を
追
懐
し

て

英
風
を
欽
ぷ

尚
見
遺
篇
氣
吐
虹

尚
ほ
見
る

遺
篇

の
気
虹
を
吐
く
を

堪
憾
先
生
仙
去
後

憾
ず
る
に
堪

へ
た
り
先
生
仙
去
の
後

文
章
忽
落
布
衣
中

文
章

忽
ち
落

つ

布
衣
の
中

結
句
は
、
単
に

「
九
日
」
詩
中

の
表
現
だ

け
を
借
り
て
為
政
者

の
中
に
詩
作
を
善
く
す
る
も
の
が
無
く
な

っ
た
こ
と
を
言
う
の
か

も
知
れ
な
い
。
し
か
し

「
九
日
」
詩

の
内
容
を
ふ
ま
え
て
転

・
結

句
を
解
す
る
と
し
た
ら
、
「
(蜆
巖
は

「
登
高
能
賦
今
誰
是
」
と

詠
ん
だ
が
、
)
ま
さ
に
そ
の
才
を
持

つ
蜆
巖
亡
き
後
、
文
章
が

(蜆

巖
の
こ
と
ば
通
り
)た
ち
ま
ち
民
間
人
の
手
に
落
ち
て
し
ま

っ
た
」

こ
と
は

「
じ

つ
に
憾
む
ぺ
き
こ
と
で
あ
る
」
と
、
む
し
ろ
松
村
梅

岡
ら
に
近
い
解
釈
を
し
て
い
た
と
も
考
え
得

る
の
で
あ
る
。
藩
主
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と

い
う

立

場

を
考

慮

す

る
な

ら

ば

、

か

も

し

れ

な

い
。

ま
と
め

そ
の
方
が
自
然
で
あ

っ
た
の

見
て
き
た
よ
う
に
蜆
巖
の

「九
日
」
詩
は
、
そ
の
解
釈
に
広
が

り
を
有
し
た
ま
ま
に
、
流
布
し
て
い
っ
た
。
「
海
内
文
章
落
布
衣
」

と

い
う

一
句
が
様
々
な
解
釈
を
容
れ
る
、
幅
を
も
っ
た
表
現
で
あ

り
、
各
々
が
自
己
に
引
き

つ
け
て
読
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
、

詩

の
流
布
に
与

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

近
世
、
明
治
の
漢
詩
文
を
読
む
に
際
し
て
は
、
中
国
の
詩
人
の

作
同
様
、
先
行
す
る
本
邦
の
詩
の
影
響
に

つ
い
て
も
看
過
ご
す
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
を
示
す
、

一
例
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お

『
薦
藻
集
』
に
は
詩
と
同
様
に
し
て
集
め
ら
れ
た
、
画
の

題

も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
明
治
十
五
年
に
寄
せ

ら
れ
た
画
の
な
か
に
は
、
「
蜆
巖
先
生
布
衣
読
書
圖
」
と
題
す
る
、

富

岡
鉄
斎
の
作
が
あ

っ
た
と
い
う

三
;
。
鉄
斎
の
画
の
存
否
は
不

明
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も

「
蜆
巖
11
布
衣
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
の

定
着
が
窺
わ
れ
る
。

〈
注

〉

(
一
)
解
説
に

「
九
日

」
詩
を
詠

じ
た
背

景
に

つ
い

て
、

元
禄

四

(
一
六
九

一
)
年

七

月
、

二
十
歳

に
な

っ
た

蜆
巖

は
、

蒔

田
定
行

の
推

薦

に
よ

っ
て
北

陸

の
雄

藩
加

賀
藩

の
前

田
侯

綱

紀

に
謁

見

し
た
。

藩
儒

と
し

て
月

に

百
人
扶

持

ま
た

は

三
百

石

の
俸

禄

で
か
か

え

る
と

い
う

内
約

束

が
、

蒔

田
定
行

と
藩

の
留

守

居
役
津

田
某

と

の
間

に
で

き
、

そ

れ
が

家
老

の
多

賀

信
濃

に

も

通
知

さ
れ

て

い
た
か

ら
だ

っ
た

。

し
か

し
、

そ
の
後

二
年

間

も

蜆
巖

は
放
置

さ

れ

て
お
り

、
同

六

年
に

な

っ
て
呈
示

さ

れ
た

条

件

は
、
月
俸

十

人
扶

持

に
毎
年

の
学
資

金

三
十

両

と

い
う

、

初

め

の
約

束

に
甚

だ
劣

る
も

の
で
あ

っ
た

。

そ

こ
で
多

額

の
負

債

を
か

か
え

て

い
た
蜆

巖
は

、
致

仕

し
た

。

そ

の
後

は

、
彼

は

兄

の
毅

斎
と

}
緒

に
江

戸
に

書

を
講

じ
、

藩
儒

と

な

る
た

め

の

つ
て
を

求
め

て

で
あ

ろ
う
、

大
学

頭

林
家

の
門
人

に
な

る

こ
と

を

願

っ
た
が

、
許

さ

れ
ず
、

そ

の
時

の
憤

悪

と
自

己

の
才

能

へ

の
自
負

と
を
詠

じ
た
作

品
が

「
九
日

」

(
三
頁

)

で
あ

る
。

と
推
測
す

る
。

(
二
)
梁

田
忠

山
氏
が

簡
略

な
注

を

付
し

た

『
蜆
巖

集

』
、

『
同
後
編

』

に
附
録

、
忠

山
氏

に
よ

る

「
梁

田
蜆
巖

研
究

」

を
合

わ

せ
た

も

の
。

忠

山
氏

の
自
筆

原
稿

に

基
づ

き
昭

和

三
十

四
年

謄
写

印

刷
本

が
出

版

さ
れ
た

が
、
本

稿

で
は

平
成

八
年

黒

田
義

隆
氏

の
監

修

の
も

と
、

本

立
寺
住

職
野

口
泰
信

氏

に
よ

り
改

め

て
発

行

さ
れ

た
活

字

印
刷

本
を

用

い
る
。

た

だ

し

『
蜆
巖

集

』
『
同

後

編
』

に

つ
い

て
は

、

近
世

儒

家
文

集
集

成
第

五
巻

『
蜆

巖
集

』

(
ぺ
り

か

ん
社

、

一
九

九

五

)
所

収

の
も

の
を
用

い
た
。

(
三
)

こ

こ
で
は

『
詞
華
集

日
本
漢

詩
』

所

収

の
享

保
十

六
年

版

に
拠
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る
。
『
停
雲
集

』
に
は
作

者
名

の
下
に
簡
略
な

紹
介
を

付
し

て
お

り
、

蜆
塵

の
箇
所

に
は

「
梁

田
邦
彦

、
字
景

鷺
、
東

武

人
、
號

蛾
岩

、
先

世
蓋

総
州
名

族
也

、
景

鷺
少

以
材
聞

、
歴
事

列
國

、
官

游
不
遂

、
身

在
窮

随
、

文
章

甚
冨

」
と
あ

る
。
な

お
京
都

大
学

附
属

図
書

館
蔵

の

一
本

(
享

保
十

六
年
版

)

に
は
、

い

つ
頃

の
も

の

で
あ

る
か

は
不

明

で
あ

る
が
、

欄
外

に

コ

作

続
荊
扉

」

と
朱

の
書

き

入
れ

が
あ

る
。

(
四
)

「
九

日

」
詩

以
外

に
も

「
蕩

子
行
送

友
人

之
京

師

」
、
「
季

夏

奉

寄

東

輝
萬
篭

公
五
十
韻

」
、
「
詠

雪
」
な

ど
、
後

世
代

表
作

と
賞

さ
れ

る
も

の
を
収

め

て
お

り
、

い
ず

れ
に
も

『
娩
巖
集

』

に
収

め
る

も
の

と
異

同
が
見

ら
れ
る

。

(
五
)
東
京
都

梁
田
家
蔵

。
『
蜆
巖
梁
田
邦

美
』
(
兵
庫
県
教

育
委
員
会

、

明

石
市
教

育
委

員
会

ほ
か

、

一
九

六
五

年
)

に
写
真

を
掲

載
す

る
。

(
六

)
『
梁

田
蜆
巖
先
生

二
百
回
忌

記
念
誌
』
(
梁
田

蜆
巖
先
生

顕
彰
会
、

一
九

五

六
年

)
所
収

。
昭

和
三
十

一
年

東
京

都

・
文

京
区

・
斯

文
会

共

催

の

「
先

儒
祭

」
に

と
も
な

っ
て
開

か
れ

た

「
先

儒
遺

墨
展

」
出

品
作

品
よ
り

梁
田
氏
関
連

分
を
抄
出

し
た
も

の
。

(
七
)

新

日
本
古

典

文
学

大

系

65

『
目
本
詩

史

五

山
堂

詩

話
』

(
岩

波
書

店
、

一
九
九

一
年

)
所

収
。
そ

の
ほ
か
寛
政

十

二

(
一
八

〇
〇
)

年
頃

か
ら

起
筆

し
た
と

さ

れ

る
西
島

蘭
渓

『
孜

孜

斎
詩

話
』

(
同
前

所
収

)
、

天

保
七

(
一
八

三
六

)
年

刊
津

阪
東

陽

『
夜

航
詩

話
』

巻

「

(
『
日
本

詩
話
叢
書

』
龍
吟
社

、

}
九
九

六
年
復
刻

再
版

所
収
)

な
ど

に
お

い
て
も

蜆
巖

を

賞
賛

す

る
が

、
「
九
日

」

に
は

言
及

し
な

い
。
友

野
霞

舟
編

の
大
部

の

ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー

『
煕
朝
詩

蒼
』

(
『
詞
華

集

日
本

漢
詩
』

第

四
～

六
巻

、
汲
古

書
院

、

}
九

八

三
年

)
に

は
十

番
目
に
多

く

の
詩

が
収

め
ら

れ

て
お

り
、
「
九

日
」
詩

も
含
ま

れ

る
。

(
八

)
『
続

日
本
儒
林

叢
書

詩

文
部

』

(
東
洋

圖
書

刊
行

會

、

{
九

三

二
年

)
所
収
。

(
九

)
『
日

本
随

筆
大

成
』

第

一
期
十

六
巻

(
吉

川
弘

文

館
、

一
九

七

六

年

)

所
収
。

自
筆
―本

に
基

づ

い
て

い
る

。
『
駒
谷

鍔

言
』

の
末

尾

に

は

「
天
明

二
年

秋
九
月

」
と
あ
り
序

文
も

同
年

の
も

の
で
あ

る
が
、

当

該
箇
所

は

「
詩
談
附

録
」
と

し
て
載

せ
ら
れ

て
お
り

、
末

尾
に

「
寛

政

五
年

癸
丑
春

月
改

写
」

と
あ

る

こ
と
か

ら
、

天
明

二
年

以
降

寛

政

五

年

以
前

の
成
立
と

考
え

ら
れ

る

。
自
筆

本

以
外
に

も

い
く

つ
か

の

写

本
が

伝
え

ら
れ

て
い

る
。
な

お
後

に
掲

げ

る
山
陽

詩

の
注

で
も

、

承

句

の

「
登
高

飴
賦

」
を

「
登
高

伶
賦

」

と
す

る
。

他

の
選
集

等

で

「
作
賦

」
に
作

る
も
の
は
無

い
。

こ
れ
は
お

そ
ら

く
、
「
登
高
能

賦

」

で
は
平

灰
が

「
平
平

平
灰

」

と
な
り

や
や

不
自

然

で
あ

る

し
第

四
句

の
平

灰
と

も
合
わ

な

い
た
め
、

自
然

と

「
作
賦

」

と

し
て

記
憶

し

て

し
ま

っ
た

と
考

え
ら

れ
よ
う
。

(
一
〇
)
『
大

田
南

畝
全

集
』

第

十

巻

(
岩

波
書

店

、

一
九

八
六

年

)

所
収

。
『
仮

名
世

説
』

に

引

用
し

て

い

る

こ
と

に

つ
い

て

も
、

既

に

徳

田
武

氏

の
指
摘

が
あ

る

(
『
江

戸
詩

人

傳
』

ぺ
り

か

ん
社

、

一
九

八
六

年

)
。

二
人

の
後

補
部

分

に

は
、

南

畝

の
他

著

書
か

ら

の
引

用

も

み
ら

れ

る
と

い
う

。
な

お
解

説

で
、

五
十

八
条

「
文

学
補

」

の
石

島

筑
波

の
こ
と
を
述

べ
て

「
わ

れ
年

少
時

、

筑
波

に

も
度

々
出

会

せ

り

。
な

る
ほ

ど
名

ほ
ど

の
し

ろ
も

の
に

は
あ

ら
ず

」
と

評

し
た

部
分
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を
あ
げ

、
南
畝

、
美
成
、
文
宝

亭

と
筑
波
と

の
年
齢
差
を

鑑

み
て

「
こ

の
文
章

の

「
わ

れ
」
は
ま

た
別
人

と
い
う
事

に
な

ろ
う

。
」
と
す

る
。

し
か

し
実

は

こ

の

}
条
も

『
駒

谷
舞

言
』
中

の

}
文
を
ほ

ぼ

そ

の
ま

ま

に
抜

き
出

し
た

も

の
で
あ

る
。

つ
ま
り

「
筑
波

(
割
り

注
略
-

引

用
者

注

)
と

い
ふ

儒
者

…
…

何

の
難

ぜ
ざ

る
事

か

有

べ
き

」

(
傍
線

引
用
者

)
ま

で
が

『
駒
谷
鋼

言
』
よ
り

の
引
用
で
あ
り

(た

だ
し

『
駒

谷

錫
言

』
で
は
傍
線

部
を

「
何

ノ
難
ズ

ル

コ
ト
カ

ア
ラ

ン
」
と
す

る
。

『
仮

名
世

説

』

の
文

で
は
意

味

が

通
ら

な

い
)
、

そ
れ
を

「
と

あ

る

書

に

み
え

た
り

。
」
と

受
け

て
い

る

の
で
あ

り
、

「
わ

れ
」

は
松

村
梅

岡

の

こ
と

で
あ

る
。

(
一
一
)
詩

は
以
下

の
通
り
。

海
雲
嚢
日
樹
生
風

遥
望
津
城
跨
晩
虹

欲
取
新
詩
窟
斯
景

已
収
梁
嬰
錦
嚢
中

後

に
触

れ

る

、
『
薦
藻
集

』

に
次
韻

し

た
も

の
で
あ

る
。

(
五
)
書

に
写
真
を
載

せ
る
、
山
陽
自
筆

と
思
わ

れ
る
原
本

に
は

「
過

赤

石
追

懐
故

蜆
巖
先

生
有

此
作

」
と

題

し
て

こ
の
詩
が

あ
り
、

さ

ら

に

「
観

先
生

手
書
、

依
其

静
賦

此
…

」
と
す

る

一
律

の
後

に

「
余

論

先

生
詩

、
慕

尚
非

一
日
、
今

過

此
地
、

不
能

不
云

云
、
聞

令
孫

花
痴

海
雲
日
を
嚢
み
て
樹
に
風
生
ず

遙
か
に
望
む
津
城
晩
虹
跨
が
る
を

新
詩
を
取
り
て

斯
の
景
を
写
さ
ん
と
欲
す
れ
ば

巳
に
収
む

梁
里

錦
嚢
の
中

(
『
頼

山
陽
詩
集

』
巻
廿

三
、
制
作

年
夫
詳

)

に

収
め

る
作

品

の
多

く
は

、

こ

の
詩

現

在

の
所
在

は
不

明
で
あ

る
が
、

前

掲

先
生

世
業

本
藩

、
不

墜
家

聲
、
余

憶

先
生

、

而
不

可
観

、
猶

翼

見
喬

冑

、
因
書

此
為

介
、

詞
翰

之
随
非

所

悦
、

幸

勿
見

罪
唐

突

」
と

い
う

(
写
真

か

ら
判
読

不
明

の
箇

所
に

つ
い
て

は

『
梁
田

蜆
巖

全
集

』

に

収

め

る
梁

田
忠
山

「
梁

田
蜆
巖

研
究

」

の

「
諸
名

家
評

」

掲
載

の
翻

刻

に
従

っ
た

)
。

あ

る

い
ぱ
花

痴

(
三
代

邦

敬

)

の
需

に
応

じ
て

作

っ
た

も

の
だ

ろ
う
か

。
し
か

し

こ

の
ほ

か

に
も

「
論

詩
絶

句

」

以
前

の
作

に
、
『
山

陽
詩
鋤
』

に
は
収

め
な

い
が

長
林
訣
慮
著
瑠
扉

長
林
訣
く
る
処
瑠
扉
を
著
く

下
諏
晴
潮
浸
落
暉

下
に
轍
る

晴
潮
の
落
暉
を
浸
す
を

蜆
隻
題
詩
没
奇
語

蜆
田又が
題
詩

奇
語
没
す

唯
言
松
秒

一
鳩
飛

唯
だ
言
ふ

松
秒

一
鳩
飛
ぶ
と

(
「
與
子

登
及
竹
田

器
甫
遊

箱
崎

戯
作

」

『
頼

山
陽

詩
集

』
巻
十

一
、
文

政

元
年

)

が
あ

る
。

こ
れ

は

『
蜆
巖
集

』
巻

四

に
収

め

る

「
寄

題

筑
大

夫
吉

田

氏
観
海

亭

八
景

」

の

一
つ

「
箱
崎

晴
嵐

」

に

宮
前
燈
火
曉
依
微

宮
前
の
灯
火

暁
に
依
微
た
り

祝
史
升
塔
露
滉
衣

祝
史
培
に
升
り
て
露
衣
を
湿
す

日
出
三
竿
空
翠
散

日
出
る
こ
と
三
竿

空
翠
散
ず

青
松
高
虜

一
鳩
飛

青
松
高
き
処

一
鳩
飛
ぷ

と

い
う

結

句
を
詠

み
込

ん
だ

も

の
で
あ

る
。
な

お
山

陽

に
遅

れ

て
九

州
を
旅

し
た
星
巖

に
も

忽
憶
蜆
翁
詩
句
好

忽
ち
憶
ふ

蜆
翁
詩
句
の
好
き
を

青
松
高
虜

一
鳩
飛

青
松
高
き
処

一
鳩
飛
ぶ
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(
「
函
崎
廟

」
『
星
巖

乙
集
』
巻

二
)

の
句

が
あ

る
。
さ
ら

に
山
陽

の

「
論

詩
絶
句
十

四
」
に

は

萬
巻
捧
腸
筆
有
神

万
巻
腸
を
檸

へ
て
筆
神
有
り

空
疎
何
敢
議
前
人

空
疎
何
ぞ
敢
へ
て
前
人
を
議
せ
ん
や

始
知
翰
墨
關
時
運

始
め
て
知
る
翰
墨
の
時
運
に
関
す
る
を

文
化
何
如
正
徳
春

文
化
正
徳
の
春
に
何
如
ぞ

(注
)
近
日
諸
君
、
笑
享
保
諸
公
詩
爲
陳
腐

と
あ

り

、
梅

岡

同
様

正
徳

を
文
雅

の
盛
時

と
す

る
。
「
論
詩

絶

句
」

は

『
山
陽
先

生
遺
稿

』
巻

二
に
収

め
る
。

(
一
二
)
承

句

の

「
荊
扉

に
近
く

咲
く

菊

の
花

を
愛

で
る

」
視
線

に
対

し
、

こ
ち

ら
は
上

へ
向

か
う
視

線
と

い
う
対

比
が
あ

る

の
で
は

な

い

だ
ろ
う
か

。

(
=

二
)
詳

細
は

山
本
博
文

『
対
馬
藩

江
戸
家
老

近
世
日
朝
外
交
を
さ
さ
え

た
人
々
』

(
講
談

社
、

一
九
九

五
年

)
参

照
。

(
一
四

)
な
お

、
よ

り
娩
巖

に
近

い
と
思

わ
れ

る
新
井

白
石

、
益

田
鶴

楼

ら

の
集
中

に
お
け

る
用
例
は
見

い
だ

せ
な

か

っ
た
。

(
 
五

)
豹

隠
公

子

に

つ

い
て
は

日
野

龍
夫

『
服

部
南

郭

伝
孜

』

(
ぺ

り
か

ん
社
、

↓
九

九
九
年

)
参
照

。

(
=

ハ
)
『
三
体

詩
』

巻

三

に
収

め

る
李
嘉
祐

「
送
從

弟
開

河

朔

」
に

「
諸
將

族
旛
節
、

何
人
重
布

衣
」

の
句

が
あ

る
。

(
「
七

)
『
梁
田

蜆
巖
全
集
』

所
収
。

(
一
八

)
『
火
後

憶
得
詩

』

(
『
湖
山

楼
十

種
』

の
う

ち

)
(
『
詩
集

日

本

漢
詩

16
』
汲
古
書

院
、

一
九
九

〇
年

所
収

)
。

(
一
九

)
枕

山

の
陸
游

詩
か

ら

の
影
響

に

つ
い
て
は

日
野
龍

夫

『
成

島

柳

北

・
大

沼
枕

山
』

(
岩

波
書
店

、

一
九
九

〇
年

)
、
鷲
原

知

良

「
大

沼
枕

山

の
剣
南
体

」

(
『
待
兼

山
論
叢

』
文

学
篇

第

27
号
、

「
九
九

三

年

)
な

ど
に
既

に
指

摘
が

あ

る
。
な

お

「
布
衣

尊

」

の
語

は

、

同
時

代

の
遠
山
雲
如

に
も

悟
後
何
求
仙
誕
術

悟
り
て
後
何
ぞ
求
め
ん

仙
誕
の
術

眼
前
只
識
布
衣
尊

眼
前
只
だ
識
る

布
衣
の
尊

(「夏
日
寓
居
雑
題
」
『雲
如
山
人
集
』
)

と

、
見
え

る
。

(
二
〇
)
直
致

は
藩
校
敬

義
校
を

開
校

し
た
人
物

で
あ

る
。

(
二

一
)
『
薦
藻

集
』

下

に
、
「
老

子
乗
牛

圖
井
賛
ー

蜆
崖

先

生
布

衣

読
書

圓
-

冨

岡
鎮
崖

西
京
」

と
あ

る
。
「
鎮
崖

」
は

鉄
斎

が
明
治

十

五

年
前
後

に
用

い
て
い
た
号

で
あ

る
。

以
上

『
但

侠

集
』

『
南
郭

先

生
文

集

』
『
蘭

亭
先

生

詩
集

』

『
金

華

稿

剛
』
『
観
海
先

生
集

』
『
星
巖

集

』
『
枕

山
詩

紗
』

『
雲

如
山

人
集

』

の
引
用
は

『
詩
集

日

本
漢
詩

』

(
汲
古

書
院

)

所
収

に
、

「
頼

山
陽

詩

集

」
は

『
頼
山

陽
全
書

』

(
図
書

刊
行

会

、

「
九

八
三
年

)

に
、
『
後

編

鳩
巣
先

生
文

集
』

は
近

世
儒

家
文
集

集

成
第

十

三
巻

『
鳩

巣
先

生

文
集
』

(
ぺ
り

か
ん
社
、

一
九
九

一
年

)
に

そ
れ

ぞ
れ
拠

っ
た

。

(
な
か

じ
ま

た
か

な

・
博
士
後

期
課

程

)
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